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東浦町子ども読書活動推進計画（第４次）（案）概要版 

 

第１章 子ども読書環境の状況 

１．国の状況 

2001年 12月「子どもの読書活動の推進に係る法律」施行 

2023年３月「第５次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

２．県の状況 

2019年２月「第４次愛知県子ども読書活動推進計画」策定 

３．東浦町の状況 

2009年度「東浦町子ども読書活動推進計画（第１次）」 

2014年度「東浦町子ども読書活動推進計画（第２次）」 

2019年度「東浦町子ども読書活動推進計画（第３次）」 

 

第２章 第３次計画 

１．基本方針 

（１）基本理念：人から人へ伝えよう本の楽しさ育てよう豊かな心と考える力 

（２）３つの柱：①本を好きになる機会の提供 

       ②読書環境の整備・工夫 

       ③関連機関の連携・協力 

 （３）施策体系図 

 

２．第３次計画の振り返り（2022年度実績） 

 （１）読書が好きな割合  読書が「大好き」「好き」 77％ 

 （２）中央図書館の年間子ども 1人あたりの貸出点数 

    ７～９歳：32.2点    10～12歳：11.9点 

    13～15歳：3.5点     16～18歳：1.1点 

（３）中央図書館の年間図書貸出点数 

   ７～９歳：17,585点   10～12歳：10,647点 

   13～15歳： 4,103点   16～18歳：  868点 

（４）中央図書館の年間団体貸出点数   1,172点 

（５）各関連機関の「配布物」の年間発行回数  計画通りに発行 

 

第３章 第３次計画期間における取り組みの検証 

１．具体的な取り組み内容 

 保育園はじめ各関連機関での取り組み 
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２．第４次計画に向けた主な課題と対応 

 （１）読書習慣定着の推進 

（２）不読率の低減 

 （３）子どもに身近な読書環境の整備 

 

第４章 第４次計画の策定にあたって 

１．子どもの読書活動の意義 

  現代の子どもたちは、複雑化する社会の中で多様な背景を持っており、個々の

発達段階や状況に応じて、読書推進の支援を行っていく必要があります。子ども

たち一人ひとりが自分に適した本を選択できることは、生涯にわたる読書習慣の

基礎となります。 

子どもがそれぞれの発達段階に応じた読書活動を行うことができるように、ま

た、子どもが自ら進んで読書に親しめるよう、家庭、地域、学校等が相互に協力

をしながら読書環境の整備・工夫に努めていくことが重要です。 

２．計画の目的 

  この計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」の基本理念にのっとり、

行政を町民が協働して、すべての子どもが楽しく読書ができる環境を整備・工夫

し、豊かな心をもって自ら考え、未来をたくましく生きていく人づくりを目的と

します。 

３．計画の性格 

第１次～第３次計画の課題に対応しながら、本町における子どもの読書活動

に関する基本的な施策について示すものです。 

４．計画の期間 

2024年度から 2028年度までの５年間 

５．計画の対象 

おおむね 18歳以下の子ども及びその保護者を対象とします。 

 

第５章 第４次計画の基本方針 

１．基本理念 

人から人へ 伝えよう本の楽しさ 未来へつなぐ読書体験 

２．３つの柱 

（１）本を好きになる機会の提供 

（２）読書環境の整備・工夫 

（３）関連機関の連携・協力 
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第６章 第４次計画の施策体系図 

 

基本理念 基本的な活動 具体的な取組（重点目標）

（１） 保育園、児童館・子育て支援センター、保健センター

 ・本に親しむ保育（保育園） ① 読み聞かせ事業の継続

② 貸出事業の推進

 ・児童館、子育て支援センター、　 ③ 家庭での読み聞かせの推奨

 　保健センターでの読書活動 ④ ブックスタート事業の充実

 ・絵本コーナーの充実

・図書の計画的購入の継続

（２） 小・中学校

 ・発達段階に応じた読書指導 ⑤ 読書タイムの継続

⑥ 読み聞かせの工夫

 ・家庭との連携 ⑦ マイブックの習慣化

⑧ 家庭読書の推奨

 ・司書教諭と学校図書館サポー ⑨ 望ましい図書資料の選定

　 ターとの連携 ・読書感想文・感想画コンクールへの積極的な参加

（３） 中央図書館

 ・本の楽しさを伝える行事の開催 ・子どもたちに親しまれる行事

　 ・司書によるおすすめ本の紹介

 ・絵本や読書に関する情報提供 ・「よむらび」マスコットキャラクターの普及

・図書館からの情報発信の電子化

（４） 学校図書館

 ・魅力ある図書館の環境づくり ⑩ 推薦図書コーナーの工夫

・図書館イベントの工夫

 ・児童図書の充実 ⑪ 学級文庫充実事業の充実

・児童生徒の発想を生かした行事づくり

（５） 中央図書館

・児童図書の充実 ・絵本を中心とした児童図書の選定

・多様な子どもたちに対応した資 ・特集展示（館内）の工夫

　料の充実 ⑫ 多様な子どもたちに対応した読書環境の提供

・中高校生向け本棚の充実

⑬ デジタル社会に対応した環境整備

⑭ 電子図書館の活用

・アクセシブルな書籍による読書支援

（６） 公共機関・施設

・中央図書館と保育園、児童館・ ⑮ 団体貸出制度の推進

  子育て支援センター、学校との ⑯ リサイクル資料の活用

　連携 ・図書館ボランティアとして、児童・生徒・

　大学生の受け入れ

・図書館ボランティア団体との連携 ⑰ 図書館ボランティア団体との連絡会

（ ７ ）　　家庭

⑱ 中央図書館の利用

・家庭読書（家読）の推奨

・読み聞かせの薦め

◆ 丸数字は、「重点目標」を表します。
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第７章 第４次計画の具体的な取り組み 

１．本を好きになる機会の提供 

① 読み聞かせ事業の継続    ②貸出事業の推進 

③ 家庭での読み聞かせの推奨  ④ブックスタート事業の充実 

⑤ 読書タイムの継続            ⑥読み聞かせの工夫 

⑦ マイブックの習慣化          ⑧家庭読書の推進 

⑨ 望ましい図書資料の選定 

２．読書環境の整備・工夫 

⑩ 推薦図書コーナーの工夫              ⑪学級文庫充実事業の充実 

⑫多様な子どもたちに対応した読書環境の提供 

⑬デジタル社会に対応した環境整備      ⑭電子図書館の活用 

３．関連機関の連携・協力 

⑮団体貸出制度の推進            ⑯リサイクル資料の活用 

⑰図書館ボランティア団体との連絡会 

４．家庭への働きかけ 

  ⑱ 中央図書館の活用 

※丸数字は「重点目標」を表します。 

 

第８章 推進体制の整備と努力目標 

１．子ども読書活動推進会議の設置 

  保育園、児童館、学校関係者、保護者の代表、図書館ボランティア団体、学識

経験者、公募委員、中央図書館関係者で作る「東浦町子ども読書活動推進会議」

を設置し、第４次計画の推進を図ります。 

２．第４次計画の努力目標（2028年度） 

 （１）中央図書館の年間子ども１人あたりの貸出点数 

    ７～９歳：33点   10～12歳：12点 

13～15歳：４点   16～18歳：２点 

 （２）中央図書館の年間児童書貸出冊数  125,900冊 

（３）中央図書館の年間図書貸出点数 

    ７～９歳：17,600点   10～12歳：10,662点 

13～15歳： 4,118点   16～18歳：  883点 

 （４）中央図書館の年間団体貸出点数   1,200点以上 

 （５）電子図書館の利用  4,000回 

 

 


